


読者の声
『地域みっちゃく生活情報誌®』に寄せられた

読者からのお便りをご紹介します。

掲載レスポンス
『地域みっちゃく生活情報誌®』に掲載した

広告の反響をご紹介します。

ずっと愛読していま

す。孫の写真も何度か

載せてもらいました。

今は食事の写真を見る

のが楽しみです。

（Kさん・70代）

今月は編集室推しの

インスタ特集で、手形アートYELLさんを

初めて知りました。

（Gさん・30代）

深谷市に住み7年以上

になるのに、読むたび

に新たな深谷を知るこ

とができて、うれしい

です。

（Oさん・30代）

ブルーの背景に青年会

議所の「誇り」の文字がとても良いですね！

センスの良さを感じます。

（Nさん・50代）

リフォーム・ハウジング

の純広告3件を見開き

ページに掲載しました。

相乗効果なのか、発行し

て2 週間ほどで、リ

フォーム1/2枠の案件

に4件、1/4枠の案件に

2件、ハウジング1/2枠

の案件に2件の問い合

わせがきています。

「レジャー＆かき氷特

集」に掲載のカフェ。目

玉商品のメロンが不作

で、パイナップルのかき

氷を掲載。猛暑も手伝

い、詳細な反響数がカウ

ントできないほどとな

り、定番メニューが出せ

ないなかでの高反響に

満足いただけました。

特集で掲載
かき氷店に
多数の来店

発行からすぐ！
２週間で
反響大！

万件突破!!35
ダウンロード数

件364,503
2023年7月23日現在

【配布先】

【設置先】

【 仕 様 】

県内全域の幼稚園・保育園・
こども園
産婦人科・小児科・児童館・
図書館・ショッピングモール等
冊子A5版 オールカラー

【発行時期】

【発行部数】

年4回（1月・4月・7月・10月）

岐阜版／60,000部
群馬版／60,000部

千葉版／70,000部

園児から家庭に直接届く
子育て情報満載のフリーマガジン『ままここっと®』

各戸配布するフリーマガジンへクーポンアプリ「フリモ」
（またはブラウザ版）に繋がるQRコードを搭載することで、
直接、紙には載りきらない店舗情報を近所へ届けます。

店舗情報ページには、
お店が持っているSNSや　
ホームページへジャンプ
できるアイコンを表示！
タップすれば
そのままアクセスできます。

フリーマガジンと連動して
地元にアピール

ウェブへ繋ぐ！

TOPページの下部メニュー“探す”で、
現在地から近くのお店も探せる
便利な絞り込み機能も搭載。
知らなかった近場のお店と出合えるかも！

GoogleMAP連動で
現在地からもお店を探せる!

クーポンアプリ「フリモ」

ダウンロードはこちら
（iPhone/Android）

フリーマガジンに掲載しているクーポンがスマホの中に！
切り取らなくてもスワイプで簡単に使える！

iPhone : iOS12.1以上　Android : 6.0以上

【対応エリア】
【 内 容 】

全国
講演会・研修会・ウェブセミ
ナー・コンサートの企画運営

【登録講師数】
【年間実施件数】

6,000名
400件以上

編集室オススメの地域の逸品をご紹介！

500万部の『地域みっちゃく生活情報誌®』で告知をおこなうため、
毎月安定した流入が見込めます。編集室のレビューは、
第三者目線のコメントも参考になるとユーザーから好評！

「フリモール」

ゲスト講師、タレント選びからイベント企画立案、
当日の運営までサポートするネットワークサービス「講演会インフォ」

キーワードや、ご予算
ジャンルを絞って
講師を検索できます

紙での告知との
相乗効果で
購入を後押し!!

※O2O…Online to Offline

全国で配布しているフリーマガジン
『地域みっちゃく生活情報誌®』への
広告出稿の見積作成、問い合わせが可能！「HAPPY MEDIA GUIDE」

vol.216
186,380部
第4火曜日発行

札幌市西区・手稲区
中央区（西部）
小樽市（一部）

道内
総発行部数

867,540部
道内発行
媒体数

5誌

北海道

vol.101
41,500部
20日発行

滝川市・砂川市・赤平
市・歌志内市・新十
津川町・奈井江町

vol.77
40,000部
20日発行

大崎市

vol.100
84,600部
20日発行

仙台市泉区
富谷市

県内
総発行部数

579,050部
県内発行
媒体数

5誌

宮城県 先月より150部増

vol.113
59,000部
20日発行

石巻市・東松島市
女川町

vol.94
58,830部
20日発行

名取市・岩沼市
亘理町・柴田町
大河原町

vol.209
229,675部
第4火曜日発行

札幌市豊平区・清田
区・南区・中央区（東
部）・北広島市大曲

vol.180
236,370部
第4火曜日発行

札幌市北区・東区

vol.206
173,615部
第4火曜日発行

札幌市白石区・厚別区
中央区（創成川より
東）・江別市大麻地区

西区・手稲区版

豊平区・清田区
南区版

北区・東区版

白石区・厚別区版

10,933,032
※情報は2023年8月発行号に基づき掲載しています　※VC発行エリアを含む　※世帯到達率は配布部数を7月24日現在の各県が公表している世帯数で割り算出
※一部イレギュラーな発行に伴い8月に流通していないものを含む　※発行日は月により変動する可能性がございます。詳細はお問い合わせください。

31都道府県135誌月間総発行部数『地域みっちゃく生活情報誌®』

また、「初めての出稿なので、もっと細かく相談したい！」や
「成功事例について詳しく聞きたい！」など、地域での販促に関する
ご相談もサイト内「お問い合わせ」よりご連絡ください。

県内
総発行部数

178,000部
県内発行
媒体数

2誌

奈良県

43,000部
28日発行

橿原市
vol.69

135,000部
第2金曜日発行

奈良市・生駒市・平
群町・京都府木津川
市・精華町vol.621

奈良版

県内
総発行部数

84,000部
県内発行
媒体数

1誌

山形県

336,620部
31日発行

仙台市泉区・青葉区・若
林区・太白区・宮城野区
富谷市・名取市・岩沼市
塩竈市・多賀城市・石巻
市・東松島市・大和町・柴
田町・七ヶ浜町・利府町

vol.1727
宮城版

vol.114
63,000部
25日発行

伊勢崎市

vol.69
50,000部
25日発行

桐生市・みどり市

中川版

vol.154 83,800部

83,200部

南区版

vol.131 52,600部

西区版

vol.152 54,565部
中村版

vol.156 58,700部

名東版

vol.136 63,000部

港区版

vol.148 60,450部

北区版

vol.148 59,700部

vol.138 vol.13268,200部

天白版

vol.132 56,350部

愛知県
県内

総発行部数

2,426,354部
県内

世帯到達率

69.6％
県内発行
媒体数

35誌

vol.2
182,500部
第１金曜日発行

豊橋市・豊川市
田原市・新城市

中央版 vol.28

名古屋市総発行部数

824,565部
市内世帯到達率

69.7％

第4木曜日発行

184,000部

【北版】
85,545部

【北版】
中区・千種区・東区

【南版】
98,455部

【南版】
熱田区・昭和区
瑞穂区

名古屋市

115,600部
末日発行

豊田市
vol.82

22
周
年

34
周
年

34
周
年

増
刷

増
刷

vol.190

123,803部
28日発行

【北部版】
58,813部

【北部版】
四日市市北部
朝日町・川越町

【南部版】
64,990部

【南部版】
四日市市南部
菰野町

vol.98
52,000部
25日発行

古河市・境町
栃木県野木町

vol.222
130,000部

月末発行

つくば市・土浦市
牛久市
（ひたち野エリア）

vol.89
84,000部
20日発行

米沢市・南陽市・高畠町
川西町・長井市・白鷹町
飯豊町・小国町

県内
総発行部数

85,300部
県内発行
媒体数

2誌

福島県

vol.88
53,300部
25日発行

須賀川市・鏡石町・天栄村
玉川村・石川町・浅川町
矢吹町・古殿町・平田村

県内
総発行部数

338,000部
県内発行
媒体数

5誌

茨城県

vol.122
44,000部
25日発行

筑西市・下妻市
結城市

vol.165
62,000部
25日発行

日立市

vol.117
50,000部
25日発行

鹿嶋市・神栖市
潮来市

県内
総発行部数

52,000部
県内発行
媒体数

1誌

栃木県

vol.86
52,000部
25日発行

小山市

県内
総発行部数

県内発行
媒体数

群馬県
県内

世帯到達率

55.3％
県内

総発行部数

403,000部
県内発行
媒体数

5誌

群馬県

vol.77
50,000部
25日発行

太田市

vol.10
32,000部
25日発行

白河市・西郷村
泉崎村

増
刷

増
刷

vol.231

82,000部
25日発行vol.231

甲府市・甲斐市
中央市・昭和町

21,000部
25日発行

南アルプス市
富士川町

甲府・甲斐
中央・昭和版

vol.635
175,000部
第1または第2金曜日発行

所沢市・入間市・狭山市・飯
能市・川越市・ふじみ野市
三芳町・富士見市・日高市埼玉西版

vol.309
120,000部

25日発行
高崎市

県内
総発行部数

998,580部
県内発行
媒体数

9誌

埼玉県

県内
総発行部数

386,510部
県内発行
媒体数

1誌

神奈川県 先月より190部増

vol.101
52,000部
第4月曜日発行

久喜市

vol.92
62,000部

1日発行
熊谷市

vol.35
44,000部
20日発行

深谷市

120,000部
25日発行

【北西版】
65,000部

【北西版】
前橋市・吉岡町

【南東版】
55,000部【南東版】前橋市

vol.114

vol.101
56,400部
第4月曜日発行

羽生市・加須市
行田市

63,000部
20日発行

53,500部
30日発行

33,928部
25日発行vol.182

敦賀市・美浜町

vol.94
上越市・妙高市

県内
総発行部数

33,928部
県内発行
媒体数

1誌

福井県 先月より500部増

vol.64

新発田市・村上市（一部）
新潟市北区（豊栄） 
胎内市・聖籠町

県内
総発行部数

178,000部
県内発行
媒体数

3誌

新潟県

61,500部
25日発行vol.112

三条市・燕市
加茂市

386,510部
25日発行

横浜市磯子区・港北区・神
奈川区・中区・南区・港南区・
港北区・鶴見区・中原区・青
葉区・緑区・都筑区・旭区・保
土ヶ谷区・川崎市幸区・川崎
区・東京都大田区・品川区

vol.1726
横浜北東・川崎南・大田区版

vol.1725
81,340部
10日発行

志木市・新座市
朝霞市・和光市

vol.1725
50,910部
10日発行

足立区
東京北東版

vol.1725
181,010部

10日発行

戸田市・川口市・蕨市・さい
たま市浦和区・南区・緑区
岩槻区・桜区・中央区

埼玉南西版

埼玉南版

vol.1724
158,820部

4日発行

さいたま市西区・岩槻区
大宮区・見沼区・北区
上尾市・蓮田市・桶川市

vol.1724
188,010部

3日発行

越谷市・春日部市
草加市・吉川市
三郷市・八潮市埼玉東版

都内
総発行部数

102,380部
都内発行
媒体数

2誌

東京都

vol.1725
51,470部
10日発行

練馬区

埼玉中央版

東京北西版

37,000部
25日発行vol.132

笛吹市・山梨市
甲州市

県内
総発行部数

174,000部
県内発行
媒体数

4誌

山梨県

34,000部
20日発行vol.120

韮崎市・北杜市

vol.61

vol.177
36,260部
25日発行

土岐市・瑞浪市

中津川市・恵那市
vol.203

44,600部
25日発行

vol.231
44,970部
25日発行

多治見市

vol.338

75,080部
25日発行

【かに版】
43,841部

【かに版】
可児市・御嵩町

【かも版】
31,239部

【かも版】美濃加茂市・八百津町
坂祝町・川辺町・七宗町
白川町・富加町・東白川村

vol.201
42,777部
20日発行

関市・美濃市

vol.228

vol.77
24,990部
25日発行

羽島市

vol.197
44,993部
20日発行

本巣市・瑞穂市
北方町・大野町

59,800部
20日発行

各務原市

vol.171

195,800部
20日発行

【北部版】
76,400部

【北部版】
岐阜市北部
山県市

【南部版】
119,400部

【南部版】
岐阜市南部
岐南町・笠松町

vol.244

94,460部
25日発行

【南東版】
46,652部

【南東版】大垣市南
東部、海津市、養老町
輪之内町、安八町

【北西版】
47,808部

【北西版】大垣市北西
部、揖斐川町、池田町、神
戸町、関ケ原町、垂井町

県内
総発行部数

512,010部
県内発行
媒体数

8誌

静岡県

vol.134
34,200部
最終土曜日発行

富士宮市

vol.329
62,500部

月末発行
沼津市

vol.367
72,700部

月末発行
富士市

vol.281
69,300部

月末発行
三島市・清水町
長泉町・裾野市

富士宮版

富士版

沼津版

三島市・清水町
長泉町・裾野市版

81,000部
25日発行

vol.176
20,000部
20日発行

郡上市

県内
総発行部数

739,730部
県内

世帯到達率

89.0％
県内発行
媒体数

12誌

岐阜県 先月より200部増

vol.329
56,000部
28日発行

高山市・飛騨市
下呂市・白川村

県内
総発行部数

81,000部
県内発行
媒体数

1誌

長野県

vol.380

諏訪市・茅野市
岡谷市・下諏訪町
原村・富士見町

静岡市駿河区

vol.99
79,330部

第3または第4土曜日
静岡市葵区

vol.96
76,050部

第3または第4土曜日

清水区版

葵区版

駿河区版

51,000部
20日発行

藤枝市

vol.68
66,930部

第3または第4土曜日
静岡市清水区

vol.204
84,800部
28日発行

鈴鹿市・亀山市

vol.144
55,561部
28日発行

名張市・伊賀市

vol.122
26,341部
28日発行

尾鷲市・紀北町
熊野市・御浜町
紀宝町 

vol.154
64,940部
28日発行

伊勢市・鳥羽市
玉城町・度会町

vol.184
104,059部

28日発行
津市

vol.179
73,405部
28日発行

松阪市・多気町
明和町・大台町

vol.93
20,700部
25日発行

志摩市

県内
総発行部数

458,731部
県内

世帯到達率

73.8％
県内発行
媒体数

6誌

滋賀県

vol.195
56,800部
25日発行

長浜市・米原市

vol.220
68,767部
25日発行

彦根市・多賀町
甲良町・豊郷町
愛荘町

vol.150

74,921部
25日発行

【近江八幡版】
35,018部

【近江八幡・竜王版】
近江八幡市
竜王町

【東近江版】
39,903部

【東近江版】
東近江市

vol.59

114,484部
25日発行

【草津版】
44,991部

【草津版】
草津市

【栗東版】
24,500部

【栗東版】
栗東市

【守山・野洲版】
44,993部

【守山・野洲版】
守山市・野洲市

24,999部
25日発行

甲賀市・湖南市
vol.53

vol.1181
114,000部
第3金曜日発行

守口市・門真市
大阪市旭区（一部）

京阪南版

vol.1216
vol.1215
京阪北版

府内
総発行部数

120,000部
府内発行
媒体数

1誌

京都府

府内
総発行部数

823,590部
府内発行
媒体数

4誌

大阪府

120,000部
最終金曜日発行

京都市山科区・伏見
区・宇治市・城陽市
久御山町

京都版

285,000部
第2・4金曜日発行

枚方市・寝屋川市・交
野市・四条畷市・京都
府八幡市・京田辺市

京阪南版

vol.129

118,760部
25日発行

【北部版】
53,900部

【北部版】
大津市北部・高島市

【南部版】
64,860部

【南部版】
大津市南部

泉州版

vol.861
vol.860 184,590部

第1・3金曜日発行

高石市・和泉市・泉大津市・忠岡町
岸和田市・貝塚市・熊取町・泉佐野
市・田尻町・泉南市・阪南市・岬町

vol.62
240,000部
第4金曜日発行

堺市・大阪狭山市・富田
林市・河内長野市・松原
市・羽曳野市・藤井寺市

南大阪版

情報誌見積サイト

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

5
周
年

清須・あま版

一宮・稲沢版

vol.73
66,900部

末日発行
清須市・あま市

vol.278
207,900部

20日発行
一宮市
稲沢市 

vol.57
49,000部

末日発行
津島市・愛西市

vol.47
46,400部
28日頃発行

大治町・蟹江町
弥富市・飛島村

vol.133
64,900部
第4金曜日発行

尾張旭市
瀬戸市

41,300部
第3金曜日発行

西尾市
vol.92

23,100部
第3金曜日発行

みよし市
vol.69

60,000部
第3金曜日発行

刈谷市

26,610部
第3金曜日発行

豊明市

vol.101

vol.85

39,700部
第4金曜日発行

長久手市
日進市北部vol.89

37,950部
第4金曜日発行

日進市南部
東郷町vol.76

28,700部
第3金曜日発行

知立市

42,400部
20日発行

碧南市
高浜市

vol.70

vol.112

60,000部
第4金曜日発行

小牧市・豊山町

114,900部
第4金曜日発行

春日井市

vol.133
35,079部
第4金曜日発行

犬山市・扶桑町
大口町

vol.125
60,200部

末日発行
江南市・大口町
扶桑町

vol.14
61,500部
第3金曜日発行

岡崎市

vol.233
74,200部
25日発行

半田市

vol.29
40,000部
第3金曜日発行

安城市

vol.30
65,000部
第4金曜日発行

大府市・東海市
東浦町

vol.107
57,950部

末日発行
岩倉市
北名古屋市

江南・大口・扶桑版

大治・蟹江・弥富・飛島版

岩倉・北名古屋版

vol.101

vol.125

津島・愛西版

県内
総発行部数

624,199部
県内

世帯到達率

80.3％
県内発行
媒体数

9誌

三重県

vol.209
70,590部
28日発行

桑名市・いなべ市
東員町・木曽岬町

県内
総発行部数

40,000部
県内発行
媒体数

1誌

和歌山県

vol.82
40,000部
20日発行

岩出市・紀の川市

vol.113
60,200部
第4月曜日発行

米子市・境港市・日
吉津村・南部町・伯
耆町・島根県安来市

39,200部
第4月曜日発行

倉吉市・三朝町
湯梨浜町・北栄町
琴浦町vol.89

県内
総発行部数

68,300部
県内発行
媒体数

1誌

香川県

68,300部
25日発行

丸亀市・宇多津町
坂出市（一部）・多度
津町（一部）・まんの
う町（一部）・琴平町
（一部）・善通寺市（
一部）

vol.94

県内
総発行部数

39,330部
県内発行
媒体数

1誌

高知県

県内
総発行部数

166,500部
県内発行
媒体数

3誌

福岡県

vol.105
38,000部
20日発行

古賀市・新宮町

vol.99
64,000部
20日発行

福岡市西区

vol.133
64,500部
20日発行

宗像市・福津市

39,330部
25日発行

南国市
香南市・香美市vol.88

県内
総発行部数

163,400部
県内

世帯到達率

69.2％
県内発行
媒体数

3誌

鳥取県

vol.125
64,000部
第4月曜日発行

鳥取市

vol.381
83,100部
25日発行

宮崎市・高鍋町
西都市・都城市
延岡市

県内
総発行部数

44,500部
県内発行
媒体数

1誌

佐賀県

vol.98
44,500部
25日発行

鳥栖市・基山町
上峰町・みやき町

県内
総発行部数

50,000部
県内発行
媒体数

1誌

大分県

50,000部
25日発行

臼杵市・津久見市
佐伯市・大分市東部

県内
総発行部数

83,100部
県内発行
媒体数

1誌

宮崎県

県内
総発行部数

32,000部
県内発行
媒体数

1誌

沖縄県

vol.41
32,000部
25日発行

宮古島市

西区版

サイトで今
解決！

サイズ別料金が知りたい

見積もりが今スグ欲しい

増
刷

11
周
年

11
周
年

11
周
年

7
周
年

6
周
年

https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=74c4d47bb36ccc8d09ec7f7c2dd9168e
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=fa9f1adf91cb18375d202f1c265e5f43
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=95bf99fba5b53c2d7fbb273333b07bcb
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=6825d9a06e5f49324dbef316c1d1c04a


Chuco Works

テレビ番組とYouTubeで誌面広告情報を発信

著名人×フリーマガジンでＷin-Win 地域みっちゃく
生活情報誌®

芸人「流れ星」とのタイアップ企画を実現

楽しむ心を忘れずに 冊子

間違い探しで魅力を発信！

FM事業部
『からっと倶楽部』編集室

▲『からっと倶楽部』編集室スタッフ

　三重県で一番南の東紀州エリアにある、『か

らっと』編集室。このエリアは高齢化が進んで

おり、店舗や企業が年々、減少傾向にありま

す。それでも地域の皆さんや社内のサポートに

支えられ、今年の7月号で無事10周年を迎える

ことができました。

　7月号では10周年を記念して巻頭特集で「情

報誌づくりに込めた思い」や「感謝の気持ち」を

読者の皆さんに届けました。さらに、創刊当時

からご掲載があるクライアントからは、我々へ

のお祝いの言葉と今後の『からっと倶楽部』へ

の期待の声を頂戴しました。普段はなかなかお

聞きできない、たくさんのうれしい言葉が溢

れ、記事に収まりきらないほどでした。

　この周年をきっかけに、今まで以上に「地域

の期待に応えたい」という気持ちが強くなりま

した。まだまだ未熟な『からっと倶楽部』編集室

ですが、その期待を裏切らないよう、より多く

の、そして楽しく新しい情報を今後もお届けで

きるよう取り組んでまいります。

（からっと倶楽部編集室・濵野）

N0.115部署だより

　この夏、日本の各地に「〇年ぶりの開催」とい

う祭りが帰ってきました。各地で打ちあがる花火

や、神輿に熱狂する人々の活気に胸が躍ります。

地域での経済活動も復活し、街に笑顔が戻りま

した。

　情報誌へもたくさんのお問い合わせが寄せら

れるようになったとお伝えした先月号。今月もそ

の勢いは衰えることがなく、このままいけば今年

の忘新年会シーズンは日本中で大きな“祭”にな

る予感がして、ワクワクしています。編集室では、

幹事のみなさんがお店選びを始める秋に向け、

地元の人が地元のお店に足を運ぶ、その起因と

なるような仕掛けづくりをはじめ、読者のみなさ

んに喜んでいただけるお得情報をもっともっと

お届けできるよう、準備に勤しんでいます。

　『地域みっちゃく生活情報誌®』が贈る、今年を

締めくくるにふさわしい“祭”をお楽しみに♪

（広報・PR室　岡本）

　４年前から毎月、広告掲載してくださっている地元のケーブ

ルテレビ「LCV」。一緒にテレビ番組を作るご提案をいただき、

2023年4月からコラボレーション番組『てれびでぷらざ』をス

タートしました。

　LCV制作のキャラクターが、番組の中で15分間『月刊ぷら

ざ諏訪』に掲載されている広告等を取り上げてトークを展開し

　名古屋市内で未就学児～小学校低学年

を対象に発行している情報誌『キッズフリ

モ』のタイアップ記事として、太平洋フェ

リーの間違い探しを掲載致しました。

　見本誌をクライアントに見ていただい

た際に、『キッズフリモ』の間違い探しコー

ナーが「大人でも難しい」と評価いただき、

数人で頭を突合せ間違い探しに熱中。「こ

んな間違い探しを太平洋フェリーでも作

れたら」と、『キッズフリモ』とのタイアッ

プが決定しました。試行錯誤しながらも夏らしく、にぎやかで遊びごたえのある記事

が完成しました。発行したばかりではありますが、すでに資料請求の問い合わせも届

いており、読者にもタイアップ記事を楽しんでいただいている様子。作り手の楽しむ

姿勢が読者にも伝わっているのかなと感じています。今後も自ら楽しみ、広告主や読

者など、かかわる人すべてが楽しめる誌面作りを心がけます。 

（名古屋SP・鳥丸）

広報誌の制作を受託 広報

町民参加型の広報誌へリニューアル
　愛知県愛知郡東郷町の広報誌リ

ニューアルに関するプロポーザルに参

加し、令和5年7月号より当社に制作を

お任せいただくこととなりました。プロ

ポーザルで提案したリニューアルのテー

マは「自分ごと」。東郷町内で地域みっ

ちゃく生活情報誌®『Sun+Go club』を

発行し続けてきた私たちのノウハウを

生かし、町民目線での広報誌づくり・町

民参加型の広報誌づくりを行うことで、一人ひとりが「我がまち東郷町」をより意識し、

一層活気のあるまちづくりのきっかけとなる広報誌を目指します。

　リニューアル初号の7月号特集ページのテーマである「プラスチック資源の分別回

収」にちなみ迷路で分別を学べる表紙を作成しました。特集ページもわかりやすさを

意識してお子さんでも読みやすいページ構成にしています。今後も毎号「楽しい」「わか

りやすい」「役に立つ」広報誌づくりを行ってまいります。

（北知多フリモ編集室・松原）

 　『高崎フリモ』7月号では、高崎市在住のシン

ガーソングライター・玉城ちはるさんに市内の名

店をナビゲートいただく方法で、豚ホルモンの

街・高崎のグルメを巻頭特集で取り上げました。取

材調整中に、玉城さんと同じ事務所・浅井企画の

流れ星の二人が同日に来県されることを知りまし

た。そこで編集室では急遽、単独ライブの告知を

兼ねたタイアップ企画を練り、誌面に登場しても

らえるよう交渉。同時に市内の焼き肉店にタイ

アップ企画を提案したところ、ご掲載いただける

こととなりました。

　浅井企画は9月の流れ星単独ライブの告知を誌面ででき、著名人が食レポす

ることで飲食店は注目度がアップ。読者にとっても見ごたえのある誌面となり、

「三方よし」の企画を実現できました。流れ星の二人は、とっても気さくで取材メン

バー全員がファンになりました！

（高崎フリモ編集室・結城）

ます。毎週金～日曜日にテレビで放送され、さらにYouTubeに

も動画がアップされます。

　11月号と12月号の忘新年会特集でもタッグを組み、双方で

広告を集めて『てれびでぷらざ』で１時間の特番ができるよう

動き出したところです。地元メディアとの共働等を通じて、今

後も地域に向けた情報発信に取り組んでまいります。
▲『LCVガイド』2023年４月号

編集後記

長野県『月刊ぷらざ諏訪』株式会社オノウエ印刷

　当社が企画制作した広告が今年も入賞しました。フリーペーパー・雑誌広告部門で銀賞と銅賞、テレ

ビCM部門で銅賞。当社クリエイティブが評価され光栄です。広告主にもお喜びいただきました。

　会員向けの特典一覧冊子を作成しました。会

員サポート情報に加え、岐阜県内のさまざまなエ

リアのお出かけスポット記事、お得なクーポンな

どもたくさん掲載。会員が

暮らしているエリアの外

にも足をのばし、岐阜の美

味しいもの、楽しい場所を

巡ってもらえるよう、イラ

ストを盛り込んだ楽しい

デザインでまとめました。 

（岐阜SP・時岡）

第51回岐阜広告協会賞３作品入賞

フリーペーパー・雑誌広告部門 銀賞
シーシーエヌ株式会社

　情報誌3回掲載の初回誌面。手術支援ロボット

「ROSA（ロザ）kneeシステム」を用いた膝治療の

周知を目的としたコラム広告です。病院のかたい

イメージを払拭する、おも

しろい内容にしたいとの

要望に合わせて、インパク

トあるキャッチコピーを社

内複数人で考案。「膝治療

の強化」を表現する「ひざ

knee（ニー）改革」を採用

しました。（岐阜SP・波岡）

フリーペーパー・雑誌広告部門 銅賞
医療法人清光会　岐阜清流病院

　緊急性のない軽症者が診療時間外に医療機関を受診する、い

わゆる「コンビニ受診」の防止を目的とした啓発動画。 佐藤秀峰

の人気コミック『ブラックジャックによろしく』とコラボし、作品

に登場するキャラクターを生かした構成で制作しました。

（名古屋SP・山口）

　昨年7月1日に中広グループとして一体となった株式会社CMSの全従業員

から届いた、振り返りメッセージ『the 83 voices』。CMSの83人、一人ひとり

からの熱く、そして苦境を乗り越えての深い言葉に、感動をおぼえた従業員

は多かったと思います。そんな83の声にこたえるように、中広グループからも

メッセージを届けました。題して『THE 四六八 VOICES』。468人が思い思い

の言葉を綴りました。互いに切磋琢磨し、グループの発展により努める。熱く

交わした信頼関係がより深まる出来事でした。      　　      （管理本部・後藤）

テレビCM部門銅賞　全国健康保険協会岐阜支部

CMSに贈る『THE 四六八 VOICES』

情報誌のDX化で新たな価値を創造 SNS

SNS運用の課題を情報誌が解決！
　今やSNSの活用は店舗経営にとって欠かせない

ものとなりました。あらゆる企業や店舗がSNSを通

して情報を発信しています。しかし、そのSNSの存

在が知られていなければ、どれだけ毎日更新しても

埋もれたまま。多くの情報が溢れるSNS上でユー

ザーに見つけてもらうのは困難なことです。

『maika club』７月号では、そこに焦点を当てた

「SNSをフォローして店情報を知ろう！」企画を実

施。誌面はQRコードをメーンに、あえて詳細情報は

掲載していません。情報を求める読者がQRコード

を読み込むように誘導しました。読者はQRコードを

読み込めば店舗の最新情報を簡単に得ることができ、店舗は紙媒体とSNSの両ユー

ザーに訴求ができます。発行から1週間経たずでQRコードの平均読み取り回数は日

に40回超と上々。「問い合わせが増えた」等、喜びの声をたくさんいただいておりま

す。『maika club』では店舗の課題解決ができるよう、今後も時代に沿った企画を立

案･提案していきます。  　　　　　　　　　　　　　    （maika club編集室・宮川）

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

　６月27日～29日の３日間にわたって、長浜市立虎姫学園の8年生２人の職

場体験学習を受け入れました。１日目は編集室にて仕事の概要説明やキャッ

チコピーを考えるワークを行った後、虎姫学園を紹介する記事をどのような

ものにするかを議論。取材準備やアポどりを行いました。２日目は虎姫学園

で実際に学生や先生、校長先生を取材し、撮影をしました。３日目は取材内容

をまとめ、パソコンを使ってテキスト作成や写真選定を実施。最終的な仕上げは編集室で対応し、完成

した紹介記事を『ぼてじゃこ倶楽部』８月号に掲載予定です。終始、まじめに取り組む学生たちが職場

体験を終えて、「楽しい」と話してくれたことが印象的でした。　　 　 （ぼてじゃこ倶楽部編集室・河嶋）

当社では、地域社会への貢献に積極的に取り組んでいます

長浜市立虎姫学園より8年生の職場体験学習の受け入れ 

中学１・２年生に伝える「働く」ということ
　各務原市立緑陽中学校から、地元企業が仕事・働くことについて講話する

授業にお声かけいただきました。中広や『たんとんくらぶ』の紹介、そして情報

誌を作る仕事について、地域の魅力を発信するためのポイントをおさえなが

ら進行。当日は『たんとんくらぶ』を手に取って見てもらいながら、どんな点に

こだわって誌面を作っているか伝えました。とても興味をもって情報誌を見

てくれる表情が印象的でした。今回の講話で、中学生が将来どんなふうに働きたいかイメージをもって

もらえたらうれしいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （たんとんくらぶ編集室・佐藤）
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